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応用物理学会新領域グループ「インフォマティクス応用研究グループ」が 2020 年に発足してか

ら 2 年が経過し、2022 年 1 月より応用物理学会研究会「インフォマティクス応用研究会」に昇格

しました。また学術講演会においても、合同セッション N「インフォマティクス応用」が設置さ

れて 3 年が経過し、マテリアルズインフォマティクス、データベースの構築・活用、各種最適化、

計測インフォマティクスなど、研究トピックも大きな広がりを見せています。そこで「インフォ

マティクス応用研究会」発足を良い機会として、拡大が続くインフォマティクス応用研究を整理

し、また新たな研究展開を探す契機として、各分野の第一人者をお招きしたシンポジウムを企画

します。また企業からの講演として、機械学習を活用した原子レベルシミュレーションや量子コ

ンピュータを活用した材料設計など、新しい技術を紹介していただきます。 

 

 

Fig. 1 インフォマティクス応用研究会の HP：https://annex.jsap.or.jp/informatics/ 
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